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（趣旨） 

第１ この要領は，公立はこだて未来大学動物実験指針（平成 18年９月 15日教授会決定。

以下「指針」という。）に基づく動物実験に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 

（施設） 

第２ 指針第４の施設および設備は，次のとおりとする。 

（１）動物実験を行う場所は，研究実験室２５５および研究実験室３５５において行うも

のとし，次号の設備で実施できる範囲内の動物実験とする。 

（２）実験室は，排泄物や血液による汚染に対して清掃や消毒を適切に行える床面とし，

換気を十分に行える局所排気装置を設置するものとする。 

（３）管理者は，常に清潔な衛生状態を保ち，動物の逸走を防止し，万一，実験動物が室

内に逸走しても捕獲しやすいように常に整理整頓するものとする。 

 

（実験動物の管理および搬入等） 

第３ 指針第６の実験動物の管理および搬入等に関する留意事項は次のとおりとする。 

（１）実験動物の導入 

① 実験動物は，合法的に入手しなければならない。 

② 遺伝子組換え動物や特定外来生物の授受およびげっ歯目やサル類に属する実験動

物の輸入は関連法令にしたがうものとする。 

③ 合目的的に生産され，微生物モニタリング成績もしくは感染症検査成績の添付さ

れた実験動物を用いるものとする。 

（２）実験動物の記録類の保存 

実験者は，実験動物の入手先，保管環境等に関する記録台帳を整備する等，実験動

物の記録管理を適正に行うものとする。 

（３）ケージ等の管理 

ケージ等の内部の環境は，温度・湿度等に隔たりが生じる場合もあることを考慮し， 

ケージ等の機材には以下の条件を具備するものとする。 

① 動物種に応じた逸走防止の構造と強度を有すること。 

② 正常な体温を維持できること。 

③ 排尿，排糞および自然な姿勢が維持できること。 

④ 動物種固有の習性に応じて，実験動物自身を清潔で乾燥した状態に保てること。 

⑤ 実験動物にとって安全であること。(鋭利な辺縁や突出部がない，ケージの間隙等

に体や四肢を挟まれない) 



⑥ 洗浄，消毒あるいは減菌等の作業が容易な構造で，それに耐える材質であること。 

 

（実験操作） 
第４ 指針第７の実験操作に関する留意事項は次のとおりとする． 

（１）身体の保定 

身体の保定（各種の実験処置等のために，器具等を用いて，実験動物の正常な動作

を局所的にもしくは全身的に制限すること）を行う場合の留意事項は，以下のとおり

とする。 

① 保定器具(固定器等)は，適切な大きさで操作しやすく，実験動物に与える不快感 

や傷害のできるだけ少ないものとする。 

② 実験者は，保定中，実験動物の状態を頻繁に観察し，保定に伴い外傷や体調不良

が生じた場合は，速やかに保定器具から解放するものとする。 

（２）給餌および給水制限 

実験動物に対して給餌・給水の制限を課す場合は，科学的根拠を明確にし，最低必

要量の飼料および飲水が摂取されるように計画するものとする。 

（３）外科的処置 

外科的処置による侵襲を実験動物に加える場合は，研究の目的を損なわない範囲で

実験動物の苦痛をできるだけ軽減するため，特に以下のことに留意する。 

① 手技そのものを向上させることのほか，術中の無菌操作および術後管理を適切に

行うものとする。 

② 消化管など非無菌的部位を外科的に露出し，あるいは当該処置によって免疫機能

が低下すると思われる場合は抗生物質を投与するものとする。 

（４）鎮痛処置，麻酔 

① 実験動物が，鳴き声をあげる，沈鬱になる，異常な表情あるいは姿勢をとる，動

かなくなるなど，種それぞれに特有の行動を示す場合は，適切な鎮痛処置を施すも

のとする。 

② 研究の目的を損なうことのない鎮痛・麻酔方法を選ぶためには，必要に応じて医

師，獣医師，薬剤師等の専門家に助言を求めるものとする。 

  ③ 麻酔は，次の方法や投与量を参考に行うものとする。 
（ア）注入法 

○ベントバルビタールナトリウム：投与量(mg/kg)（投与法，持続時間） 
マウス：30-50(i.p.，30-60分) 
ラット：30-40(i.p., 30-60分) 
モルモット：20-30(i.p., 30-60分) 
ウサギﾞ：25-30(i.v., 30-60分) 
イヌ：25(i.v., 60分) 



ネコ：25-35(i.v., 60分) 
○塩酸ケタミン：投与量(mg/kg)（投与法，持続時間） 

ウサギﾞ：15(i.m., 20-30分) 
イヌ：10-25(i.m., 20-60分) 
ネコ：15-25(i.m., 20-60分) 
サル：10-40(i.m., 20-90分) 

○ウレタン：安楽死用過剰投与量(g/kg)（投与法） 
ウサギ：1.5(i.p.) 

（注）i.p.：腹空内注射，i.v.：静脈内注射，i.m.：筋肉内注射 
（イ）吸入麻酔 

エーテル：マウス，ラット，モルモット 
ハロセン：イヌ 

（５）人道的エンドポイント 

人道的エンドポイント（humane endpoint：実験動物を激しい苦痛から解放する

ための安楽死処置などで実験を打ち切るタイミング）については次の点に留意する

ものとする。 

① 必要に応じて，動物実験を計画する段階で人道的エンドポイントを設定するも

のとする。 

② 設定に当たっては，該当する国際ガイドラインを参照するものとする。 

③ 適用の目安は，摂餌・摂水困難，苦悶の症状(自傷行動，異常な姿勢，呼吸障

害，鳴き声など)，回復の兆しが見られない長期の外見異常（下痢，出血，外陰

部の汚れなど)，急激な体重減少（数日間で20％以上），腫瘍のサイズの著しい

増大（体重の10％以上）などが現れた場合とする。 

（６）安楽死処置 

① 安楽死処置（苦痛を伴うことなく実験動物に速やかな意識消失と死を誘導する

行為）を行う場合は，「動物の処分方法に関する指針」(平成7年7月4日 総理府

告示第40号)によるほか，国際ガイドラインにも十分配慮するものとする。 

② 安楽死処置に使用する薬剤や方法は，動物種および実験目的に合わせて適切に選

択するものとする。 

  ③ 一般的な安楽死処置は，次のとおりである。 

化学的方法：過剰量のバルビツール系麻酔薬，非爆発性吸入麻酔薬等の投与，炭

酸ガス 

物理的方法：頚椎脱日，断頭，麻酔下での放血など 

（７）安全管理への配慮 

遺伝子組換え実験，放射性物質や放射線を用いる動物実験等，毒物・劇物・向精神

薬等を用いる実験，病原体あるいは有害化学物質等を用いる動物実験等については，



それぞれの関係法令や規程等を遵守のうえ実施するものとする。 
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